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傷病者対応訓練（1階アトリウム） 

 

１．トリアージ訓練概要 

 工学院大学新宿校舎 1階北口エントランスに設置した工学院大学の応急救護所に多数の傷病者が集ま
ってしまい応急救護所だけでは対応しきれないという設定で訓練を行います。応急救護所で歩けないと

判断された傷病者を 1 次ポストに搬送して DMAT 隊がトリアージを行います。そのうち、トリアージ
区分が赤・黄の傷病者を 2次ポストに搬送し、もう一度トリアージを行います。 
 
２．場所 

  工学院大学 1階・北側玄関およびアトリウム  
 
３．訓練参加者 

 傷病者：約 120名（赤：5名、黄：30名、緑：85名） 
・中・重傷者（赤・黄：35名）→ムラージュによる特殊メイク 
・軽傷者（緑：85名）→症状を記入した緑のプレート着用 
 学生ボランティア（学生）：50名（記録係：4名、介助・搬送：その他） 
 緊急医療班：健康相談室 2名 
 緊急対応班：2名 
情報収集班：2名       

 
４．協力機関 

東京医科大学病院、新宿消防署、新宿消防団、東京 DMAT、中野消防署 
○ 1次トリアージポスト（DMAT）  

医師：1名、看護師 2名、事務官：1名、救急隊員：2名、DMAT連携隊員：2名～3名 
（連携隊は周囲の安全確認を行う。トリアージには参加しない。） 

○ 2次トリアージポスト、救命センター  
医師：2名、看護師：4名～5名、事務官：2名 

 ○ 消防指揮隊 
 ○ 看護学生：約 20 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 時 35 分から 14 時頃の会場レイアウト図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 時頃から 15 時頃の会場レイアウト図 
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15 時頃から 16 時頃の会場レイアウト図 
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トリアージ 

 
１ トリアージの概要 

 地震などの災害時・非常時には、短時間に多数の人がゲガや病気になり、医療機関での診療・治療を

必要とするようになります。医療機関の機能（医療スタッフや器材、医薬品など）にも限りがあり、災

害時の制約された条件下で 1人でも多くの傷病者に対して最善の治療を行うためには、病気やケガの緊
急度や重症度によって治療や後方搬送の優先順位を決めることが必要になります。トリアージとは「病

気やケガの緊急度や重症度」を判定して「治療や後方搬送の優先順位を決める」ことを言います。 
 
２ トリアージタグとトリアージの区分 

 表１ トリアージカテゴリー 
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図１ スタート式トリアージ 

 
 
 図 2 トリアージタッグ 

 病院防災ガイドブック「災害発生時における病院防災のあり方」編集：石原哲

パワーポイト資料より  
 
 傷病の緊急度や重症度に応じ，次の４段階（赤・黄・緑・黒）に分類します。防災訓練では、トリア

ージの区分は東京医科大学病院の DMATが執り行います。傷病度の区分が終了すると、図１にある「ト
リアージタッグ」という識別表に必要事項が記入を記入して、区分に応じた色が最下位になるように識

別表が切り取られ、傷病者の体（原則として、右手首関節部）に取り付けます。 
 



ボランティア 

 
１ トリアージタグ記録（建築系大学院生 4名、決定済） 

1次ポストで東京医科大学病院の DMAT隊に付き、指示に従いトリアージタッグに必要事項の記入を
行い、区分に応じた色が最下位になるように識別表を切り取り、傷病者の右手首の関節部に取り付けま

す。この際にトリアージの区分に応じた色の腕章を左腕に取り付けて下さい。 
 
事前講習： 
 日時：2008年 10月 9日（木）15：00～16：00  

（14：50東京医科大学病院エントランス集合） 
 場所：東京医科大学病院 
 内容：トリアージタッグの記入方法などについて 
 
２ 傷病者の介助・搬送（約 50 名） 

① 1 階 北口エントランスに設置する工学院大学救護所に流入してくる傷病者を歩ける人、歩けな
い人に振り分ける（歩ける人には緑のトリアージタッグを取り付ける（右手首の関節部分）） 

② 歩けない人を１階アトリウムの待機所（ブルーシート）に誘導して寝かせて応急処置を行う（三

角巾使用）。歩ける人対象に救護所で行う応急救護体験訓練（三角巾）のため、参加者に三角巾を

配布する。 
③ DMAT 隊によるトリアージが始まったら 1 階アトリウム 1 次ポスト付近で待機して、DMAT の
指示に従い、傷病者を 2次ポストに搬送する（担架を使用するので 4名～5名で行う）。 

 
※中・重傷病者役はムラージュを行っています。リアルな傷（下図写真参考）をしていますが本物の傷

ではありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 トリアージの様子 
 参照：東京医科大学病院作成：「多数傷病者受入対応訓練報告書」
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傷病者役 

 
参加者：約 120名（赤：5名、黄：30名、緑：95名） 
    赤・黄の 35名の学生はムラージュを実施、緑は症状を記載したプラカードを配布 
内容： 
①傷病者役の 80名（中・重症者：15名、軽症者：65名）は訓練開始前に 1階北側玄関付近に待機。 
・訓練開始後、応急救護所の緊急医療班、緊急対応班などの指示に従う 
中・重傷者は 1 階アトリウムで DMAT によるトリアージに参加。トリアージ終了後は１階アトリウ
ムで東京医科大学病院の医師による講演型訓練に参加。 
 軽傷者の学生は救護所で緊急医療班による応急処置（三角巾）の体験訓練に参加。終了後、体験型訓

練などに参加。 
②残りの傷病者役は発災対応型訓練に参加のため高層階で待機（どこに待機するかは事前に連絡） 
・高層階で行われる発災対応型訓練に参加。 
・傷病者として 1階の救護所に搬送される。1次ポストでトリアージを受ける。 

 
ムラージュ： 
 ムラージュとは、災害訓練の傷病者役に用いられる特殊メイク（下図写真参照）です。演出だけでな

く、模擬傷病者役を演じる人の感情移入を促し、救助者のアドレナリンの放出を促す効果があると言わ

れているものです。ムラージュによる傷は本物も傷と同様に手当が可能です。 
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写真 ムラージュを行った様子 
 

参照：東京医科大学病院作成：「多数傷病者受入対応訓練報告書」 
 

 
 注意 

※ ムラージュに参加する学生は汚れてもよい服を必ず持ってきて下さい。（ムラージュのペイントが

付着する可能性があります） 

※ ムラージュを落とすクレンジングと小さいタオル 1枚は用意します 

※ シャワー室は使えるようにしてあります。（シャワー用のタオルは各自用意して下さい） 
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